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例
年
に
比
べ
少
し
早
い
ペ
ー

ス
で
桜
前
線
が
北
上
し
、
桜
の

開
花
が
津
軽
海
峡
を
渡
る
季
節

と
な
っ
て
お
り
、
山
々
の
山
桜

も
薄
い
ピ
ン
ク
色
を
見
せ
始
め

て
お
り
ま
す
。

三
月
二
十
三
日（
木
）に
、
学

校
法
人
福
島
キ
リ
ス
ト
教
学
園

福
島
幼
稚
園
の
第
六
十
八
回
保

育
証
書
授
与
式
に
出
席
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
名
の
園
児
が
卒
園
を
し
て

お
り
ま
す
。
卒
園
児
の
一
人
一

人
が
将
来
の
夢
を
力
強
く
元
気

に
発
言
し
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
歌
と
ベ
ル
の

演
奏
で
は
、
心
が
洗
わ
れ
る
よ

う
な
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
歌

声
と
ベ
ル
の
音
色
が
園
舎
に
響

い
て
お
り
ま
し
た
。

翌
日
の
三
月
二
十
四
日（
金
）

に
は
、
認
定
こ
ど
も
園
福
島
保

育
所
の
第
四
十
八
回
の
卒
園
式

に
出
席
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

十
四
人
の
卒
園
児
が
無
事
に

保
育
を
終
え
卒
園
し
て
お
り
ま

す
。

式
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
「
お
も
い
で
の
ア
ル
バ
ム
」

や「
た
い
せ
つ
な　

と
も
だ
ち
」

が
披
露
さ
れ
、
大
き
な
声
で
力

い
っ
ぱ
い
歌
う
子
ど
も
た
ち
の

声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
い
て

お
り
ま
し
た
。

両
日
と
も
子
ど
も
た
ち
の
幼

稚
園
や
保
育
園
の
思
い
出
や
大

切
な
仲
間
を
思
い
、
涙
を
こ
ら

え
て
一
生
懸
命
に
大
き
な
声
で

歌
う
子
ど
も
た
ち
に
感
動
し
、

ま
た
、
元
気
を
い
た
だ
い
た
素

敵
な
時
間
で
し
た
。

三
月
十
四
日（
火
）に
、
国
土

交
通
省
北
海
道
開
発
局
函
館
開

発
建
設
部
の
一
般
国
道
二
二
八

号
福
島
町
松
浦
か
ら
松
前
町
白

神
に
お
け
る
特
殊
通
行
規
制
区

間
の
解
消
に
向
け
た
有
識
者
に

よ
る
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、
旧

国
鉄
用
地
及
び
ト
ン
ネ
ル
を
活

用
し
た
「
防
災
道
路
」
方
針
が

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
道
路
は
、
こ
れ
ま
で
急
崖

斜
面
の
落
石
や
土
石
流
出
に
よ

る
通
行
止
め
が
多
く
発
生
す
る

な
ど
、
災
害
時
に
は
町
民
の
皆

様
に
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

昨
年
十
一
月
に
東
京
で
行
わ
れ

た
北
海
道
「
命
の
み
ち
」
づ
く

り
を
求
め
る
東
京
大
会
や
国
土

交
通
省
幹
部
と
の
道
路
行
政
に

関
す
る
意
見
交
換
会
に
お
け
る

矢
野
旅
館
の
女
将
や
石
山
町
長

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
が
効
果
的
な

作
用
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
年

末
に
か
け
て
石
山
松
前
町
長
と

二
人
で
積
極
的
に
国
土
交
通
省

な
ど
に
事
業
採
択
に
向
け
た
要

望
が
功
を
奏
し
、
こ
の
度
の
結

果
に
繋
が
っ
た
も
の
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

採
択
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
感
と

規
模
感
は
全
国
で
も
ま
れ
で
あ

る
と
伺
っ
て
お
り
、
改
め
て
ス

ピ
ー
ド
感
と
行
動
力
の
重
要
性

を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
安
堵
す
る
こ
と

な
く
、
引
き
続
き
、
ス
ピ
ー
ド

感
と
行
動
力
を
も
っ
て
事
業
着

手
に
向
け
て
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

な
お
、
こ
の
度
提
示
さ
れ
た

防
災
道
路
案
は
、
現
行
の
国
道

と
は
別
線
で
旧
鉄
道
ト
ン
ネ
ル

を
含
め
鉄
道
用
地
跡
を
活
用
し
、

総
延
長
約
七
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
総
事
業
費
約
二
六
○
億
円

～
三
二
○
億
円
の
防
災
道
路
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
日（
三
月
三
十
一
日（
金
））

町
長
室
で
令
和
四
年
度
最
後
の

原
稿
を
寄
稿
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
四
年

度
も
無
事
決
算
を
終
え
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
青
少
年
交
流

セ
ン
タ
ー
や
種
苗
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
大
型
事
業
が
続
い
て
い
る

中
に
あ
っ
て
、
し
っ
か
り
と
健

全
な
財
政
を
保
ち
な
が
ら
決
算

が
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
四

年
目
を
向
か
え
、
五
月
八
日
か

ら
新
た
な
展
開
と
な
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
予
防
対
策
に
重

点
を
置
き
な
が
ら
町
民
の
皆
様

の
日
常
を
取
り
戻
す
作
業
に
着

手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【新型コロナウイルスも新たな展開へ・・・】

町長のしごと日記第91号

〔　〕〔　〕22



新入学児童へ各寄贈をいただきました
　３月20日に函館地方安全運転管理者事業
主会松前支部より、新入学児童18名へ反射
材を寄贈していただきました。寄贈された
反射材は、ゾウやウサギなどの動物の形の
キーホルダーとなっています。
　中塚支部長は「子どもたちが安全に学校
に通えるように」と話しており、反射材は
入学式の日に子どもたちへ配布されました。

認定こども園福島保育所卒園式
　３月24日（金）、認定こども園福島保育所
において『卒園式』が行われました。
　13名の卒園児は、一人ずつ名前を呼ばれ
ると元気に返事をし、吉能園長より修了証
書を受け取りました。
　退場時には、卒園児より保護者の皆さん
へ「ありがとうございました！」と感謝の
メッセージが伝えられ、保護者の皆さんは
目頭を熱くさせていました。

「卒園のうた」で感謝の気持ちを伝える卒園児

　また、同日に第一生命函館支社江差営業
オフィスより新入学児童へハンドタオルの
寄贈をいただきました。
　「引き続き感染予防対策を行いながら、
楽しい学校生活を送ってほしい」との思い
から今回の寄贈をいただきました。

　寄贈いただいた両者へ感謝申し上げます。

〔　〕〔　〕33



町

長

部

局

《
総
務
課
》

▽　

課
長
（
企
画
課
長
）

�

住　
吉　
英　
之

▽�　
課
長
補
佐
兼
財
産
管
理
係
長

兼
車
両
係
長
兼
電
算
管
理
係
長

（
総
務
課
財
政
担
当
課
長
補
佐

兼
財
政
係
長
兼
財
産
管
理
係
長
）

�

古　
一　
直　
喜

▽　

財
政
係
（
長
野
県
木
曽
町
派
遣
）

�
白　
川　
人　
和

《
企
画
課
》

▽�　
課
長
（
町
民
課
長
兼
吉
岡
支

所
長
）

�

村　
田　
洋　
臣

▽　

企
画
係
兼
広
報
公
聴
係
（
町

民
課
町
民
係
兼
戸
籍
係
兼
年
金
係
）

�

大　
山　
佑　
華

《
産
業
課
》

▽�　
農
林
係
（
教
育
委
員
会
事
務

局
生
涯
学
習
係
）

�

杉　
原　
健　
伸

▽�　
商
工
観
光
係
（
福
祉
課
国
民

健
康
保
険
係
兼
介
護
保
険
係
）

�

今　
井　
一　
真

《
町
民
課
》

▽�　
課
長
兼
吉
岡
支
所
長
兼
会
計

管
理
者
兼
出
納
室
長
（
教
育
委

員
会
事
務
局
生
涯
学
習
次
長
）

�

深　
山　
　
　
肇

▽�　
町
民
担
当
課
長
補
佐
兼
支
所

係
長
兼
出
納
室
次
長
（
総
務
課

総
務
担
当
課
長
補
佐
兼
車
両
係

長
兼
電
算
管
理
係
長
）

�

中　
塚　
雅　
史

▽�　
税
務
担
当
課
長
補
佐
（
町
民

課
賦
課
係
長
兼
徴
収
係
長
）

�

中　
村　
伸　
也

▽�　
衛
生
係
長（
町
民
課
町
民
係
）

�

髙　
橋　
義　
広

▽�　
賦
課
係
長
兼
徴
収
係
長
（
渡

島
西
部
広
域
事
務
組
合
派
遣
）

�

館　
政　
な
な
み

▽�　
戸
籍
年
金
係
長
（
町
民
課
年

金
係
長
兼
町
民
係
）

�

稲　
村　
政　
宏

▽�　
賦
課
係
兼
徴
収
係
（
総
務
課

総
務
防
災
係
兼
車
両
係
）

�

阿　
部　
凛　
寧

《
福
祉
課
》

▽�　
介
護
保
険
係
兼
国
民
健
康
保

険
係
主
任
（
北
海
道
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

�

太　
田　
浩　
雅

議

会

事

務

局

▽�　
議
事
係
主
任
（
総
務
課
総
務

防
災
係
主
任
）

�

角　
谷　
里　
紗

教
育
委
員
会
事
務
局

▽�　
生
涯
学
習
担
当
次
長
兼
生
涯

学
習
係
長
（
町
民
課
町
民
担
当

課
長
補
佐
兼
戸
籍
係
長
兼
支
所

係
長
兼
出
納
室
次
長
）

�

山　
下　
貴　
義

▽　

生
涯
学
習
係
主
任（
総
務
課
）

�

舟　
根　
　
　
顕

再

任

用

▽�　
総
務
課
財
政
係
長

�

小　
鹿　
一　
彦

▽�　
教
育
委
員
会
事
務
局
福
島
中

学
校
主
任

�

坂　
本　
治　
樹

▽　

産
業
課
指
導
普
及
係
長

�

川　
合　
力　
哉

▽　

出
納
室
審
査
係
長

�

西　
田　
啓　
晃

▽　

町
民
課
主
査
（
税
務
担
当
）

�

鎌　
田　
一　
志

▽�　
町
民
課
戸
籍
年
金
係
兼
町
民

係
主
任

�

太　
田　
徳　
浩

▽�　
認
定
こ
ど
も
園
福
島
保
育
所

主
任

�

矢　
野　
智
恵
美

▽�　
福
島
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
准
看
護
士

�

中　
塚　
恵
美
子

新

採

用

▽�　
総
務
課
総
務
防
災
係

�

森　
永　
智　
士

▽　

建
設
課
土
木
係
兼
水
道
業
務
係

�

松　
川　
泰　
雅

▽�　
認
定
こ
ど
も
園
福
島
保
育
所

保
育
士

�

田　
中　
瑛　
士

　

町
職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。（　

）内

は
前
任
課
と
職
名
を
表
し
ま
す
。

退

職

▽�

（
総
務
課
長
）小　

鹿　
一　
彦

▽�

（
教
育
委
員
会
事
務
局
福
島
中

学
校
主
査
）

�

坂　
本　
治　
樹

▽�

（
産
業
課
商
工
観
光
係
）

�

竹　
井　
陽　
平

派

遣

▽　

北
海
道
派
遣

�

菊　
地　
宗　
也

▽　

自
治
労
派
遣

�

笹　
森　
　
　
涼

▽　

長
野
県
木
曽
町（
派
遣
終
了
）

�

田　
代　
裕　
貴

町
職
員
の
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動

３
月
31
日
付

４
月
１
日
付

〔　〕〔　〕44



〔　〕〔　〕55

　

３
月
27
日（
月
）、『
町
議
会
定

例
会
３
月
第
２
回
会
議
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
行
政
報
告
の
ほ
か

議
案
６
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

☆
　
補
正
予
算

●�　
令
和
４
年
度
福
島
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
14
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
１
千
562
万
９
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
額
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
54
億
５
千
780
万
５
千
円

に
補
正
し
ま
し
た
。

●�

　
令
和
４
年
度
福
島
町
浄
化
槽
整

備
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

歳
入
予
算
の
繰
替
を
行
い
ま
し

た
。

●�　
令
和
５
年
度
福
島
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
２
千
926
万
７
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
52
億
２
千
287
万
９
千

円
に
補
正
し
ま
し
た
。

☆
　
契
約
の
締
結

●�　
種
苗
生
産
等
施
設
建
築
主
体

工
事
請
負
契
約
の
締
結

〇
契
約
の
目
的

　

種
苗
生
産
等
施
設
整
備
工
事
の

内
建
築
主
体
工
事

〇
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

〇
契
約
金
額

　

４
億
６
千
35
万
円

〇
契
約
の
相
手
方

　

函
館
市
吉
川
町
４
番
30
号

　

松
本
・
北
村
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

　

代
表
者

　

株
式
会
社　

松
本
組

　
代
表
取
締
役
社
長�

大
越　

雄
司

●�　
種
苗
生
産
等
施
設
電
気
設
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結

〇
契
約
の
目
的

　

種
苗
生
産
等
施
設
整
備
工
事
の

内
電
気
設
備
工
事

〇
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

〇
契
約
金
額

　

８
千
976
万
円

〇
契
約
の
相
手
方

　

檜
山
郡
厚
沢
部
町
富
栄
611
番
地
４

　

桧
山
・
福
島
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

　

代
表
者

　

株
式
会
社　

桧
山
電
気
工
業

　

代
表
取
締
役�

国
仙　

勝
彦

●�　
種
苗
生
産
等
施
設
機
械
設
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結

〇
契
約
の
目
的

　

種
苗
生
産
等
施
設
整
備
工
事
の

内
機
械
設
備
工
事

〇
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

〇
契
約
金
額

　

２
億
７
千
159
万
円

〇
契
約
の
相
手
方

　

福
島
町
字
三
岳
73
番
地
の
１

　

中
塚
・
昭
栄
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

　

代
表
者

　

中
塚
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役�

中
塚　

徹
朗

●�

　
漁
業
研
修
受
講
生
募
集
の
お

知
ら
せ

　

北
海
道
立
漁
業
研
修
所
で
は
、

令
和
５
年
度
漁
業
就
業
促
進
研
修

な
ど
各
種
研
修
の
受
講
生
の
募
集

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

各
研
修
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

産
業
課
水
産
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
の
助
成
金
制
度
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
研
修
の
種
類

　

①
漁
業
就
業
促
進
研
修

　

②
つ
く
り
育
て
る
漁
業
技
術
研
修

　

③
漁
業
者
入
門
研
修

■
研
修
場
所

　

北
海
道
立
漁
業
研
修
所（
鹿
部
町
）

※�

各
研
修
で
受
講
期
間
が
異
な
り

ま
す
。

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課
水
産
係

　

☎
47

－

３
０
０
２

●�

　
野
良
ネ
コ
に
餌
を
与
え
な
い

で
く
だ
さ
い

　

野
良
ネ
コ
に
餌
を
与
え
る
と
、そ

の
場
所
に
住
み
着
き
、
糞
尿
被
害
や

庭
が
荒
ら
さ
れ
、
近
隣
住
民
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。
ま
た
繁
殖
を
し

て
し
ま
え
ば
、
不
幸
な
ネ
コ
を
さ

ら
に
増
や
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

飼
う
意
思
の
な
い
ネ
コ
へ
の
餌

や
り
は
、絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ネ
コ
の
放
し
飼
い
は
、

飼
い
主
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

で
、
近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ネ

コ
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課
町
民
係

　

☎
47

－

４
６
８
１

町
議
会
定
例
会

�
3
月
第
2
回
会
議

本　社 住所 ： 檜山郡厚沢部町字富栄611-4

URL ： http://www.hiyama-denki.co.jp

E-mail ： hiyama02@beach.ocn.ne.jp
北海道グリ-ン・ビズ認定、北海道と家庭教育サポート企業協定締結

 特定建設業 豊かな技術と確かな信頼工事

株式会社桧山電気工業
　 　　　電話 ： ０１３９－６４－３３３１

営業所住所 ： 松前郡福島町字福島524

          電話 ： ０１３９－４４７７－－３３６６２２２２

桧山電気はこんな会社
●●福福利利厚厚生生

・・花花見見会会

・・本本社社祭祭りり

・・社社員員旅旅行行

・・ボボーーリリンンググ大大会会

・・忘忘年年会会

・・大大レレククレレーーシショョンン大大会会

ななどど

宮城県松島

忘年会（ビンゴ大会）

大阪道頓堀

○○ 未未経経験験者者のの人人ででもも、、３３年年～～５５年年でで一一人人前前のの電電気気工工事事士士にに成成長長ししまますす。。

○○ 社社員員のの大大半半がが家家族族をを持持ちち、、立立派派なな大大黒黒柱柱ととししてて勤勤務務ししてていいまますす。。

○○ 国国家家試試験験、、技技能能講講習習、、安安全全教教育育とと、、いいろろんんなな資資格格もも取取得得ででききまますす。。

○○ 11００代代～～３３００代代のの社社員員がが多多数数勤勤務務しし、、楽楽ししくく和和気気ああいいああいいとと働働いいてていいまますす。。

○○ 仕仕事事だだけけででははななくく、、社社員員のの交交流流をを深深めめるる行行事事イイベベンントトがが沢沢山山あありりまますす。。

（（ホホーームムペペーージジ内内にに写写真真掲掲載載あありり））



課名等（職員数） 総務課（13） 企画課（５） 出納室（２） 町民課（20） 認定こども園福島保育所
（12） 産業課（14）

課 長 ・ 局 長 住吉　英之 村田　洋臣 会計管理者・室長
（深山　　肇） 深山　　肇 支所長

（深山　　肇）
園　長
吉能　佳織

福原　貴之
（農業委員会事務局長兼務）

主 な 業 務

◇�　条例・規則・人
事、給 与、防 災、
財産の管理、交通
安全など

◇�　予算の編成・執
行、決算など

◇�　重要施策の企画
立案、定住対策、
広報広聴など

◇�　歳入歳出予算の収
入及び支出など

◇�　戸籍、住民登
録、国民年金、
生活保護、火葬
場管理など

◇　税務全般
　�町税の課税
収納など

◇�　吉岡支所の
窓口業務

◇�　認定子ども
園福島保育
所及び子育て
支援センター
の運営

◇�　水産業の振
興、漁港の管
理など

◇�　農林業の振
興、農業委員
会など

◇�　商工・観光
の振興、雇用
対策、観光イ
ベントなど

課長補佐・次長 古一　直喜 （中塚　雅史） 中塚　雅史 中村　伸也 石川　秀二 要田　吾朗 （石川　秀二）

係 長 ・ 主 査 阿部　孝憲
（古一　直喜） 小鹿　一彦 澤田　元気 西田　啓晃

住吉真由美

稲村　政宏
鳴海　　康
高橋　義広

舘政ななみ
鎌田　一志 （中塚　雅史） 阿部　英恵 川合　力哉 （要田　吾朗） 猪熊　矩嗣

係

山木美紗子
阿部　昌彦
渡邉　久輝
森永　智士
菊地　宗也＊1

笹森　　涼＊2

白川　人和
管藤　周平
大山　佑華
笹井　奈保＊3

太田　徳浩
松谷　静香

阿部　凜寧
馬躰洸史郎 木村　正幸

松岡真奈美
矢野智恵美
住吉　梨奈
田中　瑛士 工藤　有史 杉原　健伸 今井　一真
古谷　一美
梅澤留美子
木村奈緒美
澤田　明子
小鹿　明美
中島　美恵

会計年度任用職員 中塚　　愛　三上　智明（車輛）
木村奈保子、松岡　千晶、要田　葉月
（学童）
木村　麻子、馬躰　智穂、水澤小百合

四十住裕香
木田　麻美　大原　香織
坂口　寿美（協力隊）

谷藤　朗、坂口　祐美、中島　るみ（アワビ施設）

課名等（職員数） 建設課（７） 福祉課（14） 国保診療所（６） 教育委員会事務局（17） 学校関係（６） 議会事務局（４）

課 長 ・ 局 長 紙谷　　一 小鹿　浩二 事務長
（小鹿　浩二） 石岡　大志 給食センター長

（石岡　大志） 鍋谷　浩行

主 な 業 務
◇�　町道、河川の
管理、公営住宅
の管理など

◇　水道事業 ◇�　各種検診、高齢者 ·障害
者・母子福祉、吉岡温泉、
介護国保、後期高齢など

◇�　診療、健診、予防
接種など

◇�　小中学校の管
理、児童・生徒
の就学、幼稚園な
ど

◇�　 生 涯 学 習・ス
ポーツ、福祉セン
ター・図書室の運
営など

◇　学校給食センター ◇　学校用務員 ◇�　町議会、監査事
務など

課長補佐・次長 阿部　彰元 石川　貴夫 吉澤　裕治 杉澤千香子 西田　真弓 山下　貴義 （西田　真弓）

係 長 ・ 主 査 （阿部　彰元） （石川　貴夫）

三上　美穂、原田　良子
村上　啓子、中山　紋子
阿部　園子、尾崎　司宙
（吉澤　裕治）　　　　　　

佐々木理恵 小栗祐士郎
佐藤　知幸 （山下　貴義） 福井　理央

係
秋本　祐輔
松川　泰雅
（太田　祥子）

太田　祥子
（松川　泰雅）

太田　浩雅、坂本　菜緒
浜　　壮寛

村井由里佳
竜川　千尋
中塚恵美子

鈴木　志穂
舟根　　顕
片山　恒星

坂本　治樹
（福島中学校） 角谷　里紗

会計年度任用職員 石岡　真琴 佐々　美穂、小池亜希子
小本　愛子 石川　由香 古市　太介（青少年交流センター）

村田　瑠美、太田　瑞生（図書室）

房立裕有子
澤田　広美　鳴海　亮子
越後谷聡子　北條　祐子

鈴木　智美

三影　正人（吉小）
中塚　法博（福小）
佐藤　邦子（福小）
西川　香奈（吉小）
関　亜矢子（福中）

熊谷　治子

※（　）は兼務です。
※�会計年度任用職員を含む。教育長　小野寺則之

令和５年４月１日からの職員配置

〔　〕〔　〕66



課名等（職員数） 総務課（13） 企画課（５） 出納室（２） 町民課（20） 認定こども園福島保育所
（12） 産業課（14）

課 長 ・ 局 長 住吉　英之 村田　洋臣 会計管理者・室長
（深山　　肇） 深山　　肇 支所長

（深山　　肇）
園　長

吉能　佳織
福原　貴之

（農業委員会事務局長兼務）

主 な 業 務

◇�　条例・規則・人
事、給 与、防 災、
財産の管理、交通
安全など

◇�　予算の編成・執
行、決算など

◇�　重要施策の企画
立案、定住対策、
広報広聴など

◇�　歳入歳出予算の収
入及び支出など

◇�　戸籍、住民登
録、国民年金、
生活保護、火葬
場管理など

◇　税務全般
　�町税の課税
収納など

◇�　吉岡支所の
窓口業務

◇�　認定子ども
園福島保育
所及び子育て
支援センター
の運営

◇�　水産業の振
興、漁港の管
理など

◇�　農林業の振
興、農業委員
会など

◇�　商工・観光
の振興、雇用
対策、観光イ
ベントなど

課長補佐・次長 古一　直喜 （中塚　雅史） 中塚　雅史 中村　伸也 石川　秀二 要田　吾朗 （石川　秀二）

係 長 ・ 主 査 阿部　孝憲
（古一　直喜） 小鹿　一彦 澤田　元気 西田　啓晃

住吉真由美

稲村　政宏
鳴海　　康
高橋　義広

舘政ななみ
鎌田　一志 （中塚　雅史） 阿部　英恵 川合　力哉 （要田　吾朗） 猪熊　矩嗣

係

山木美紗子
阿部　昌彦
渡邉　久輝
森永　智士
菊地　宗也＊1

笹森　　涼＊2

白川　人和
管藤　周平
大山　佑華
笹井　奈保＊3

太田　徳浩
松谷　静香

阿部　凜寧
馬躰洸史郎 木村　正幸

松岡真奈美
矢野智恵美
住吉　梨奈
田中　瑛士 工藤　有史 杉原　健伸 今井　一真
古谷　一美
梅澤留美子
木村奈緒美
澤田　明子
小鹿　明美
中島　美恵

会計年度任用職員 中塚　　愛　三上　智明（車輛）
木村奈保子、松岡　千晶、要田　葉月
（学童）
木村　麻子、馬躰　智穂、水澤小百合

四十住裕香
木田　麻美　大原　香織
坂口　寿美（協力隊）

谷藤　朗、坂口　祐美、中島　るみ（アワビ施設）

課名等（職員数） 建設課（７） 福祉課（14） 国保診療所（６） 教育委員会事務局（17） 学校関係（６） 議会事務局（４）

課 長 ・ 局 長 紙谷　　一 小鹿　浩二 事務長
（小鹿　浩二） 石岡　大志 給食センター長

（石岡　大志） 鍋谷　浩行

主 な 業 務
◇�　町道、河川の
管理、公営住宅
の管理など

◇　水道事業 ◇�　各種検診、高齢者 ·障害
者・母子福祉、吉岡温泉、
介護国保、後期高齢など

◇�　診療、健診、予防
接種など

◇�　小中学校の管
理、児童・生徒
の就学、幼稚園な
ど

◇�　 生 涯 学 習・ス
ポーツ、福祉セン
ター・図書室の運
営など

◇　学校給食センター ◇　学校用務員 ◇�　町議会、監査事
務など

課長補佐・次長 阿部　彰元 石川　貴夫 吉澤　裕治 杉澤千香子 西田　真弓 山下　貴義 （西田　真弓）

係 長 ・ 主 査 （阿部　彰元） （石川　貴夫）

三上　美穂、原田　良子
村上　啓子、中山　紋子
阿部　園子、尾崎　司宙
（吉澤　裕治）　　　　　　

佐々木理恵 小栗祐士郎
佐藤　知幸 （山下　貴義） 福井　理央

係
秋本　祐輔
松川　泰雅
（太田　祥子）

太田　祥子
（松川　泰雅）

太田　浩雅、坂本　菜緒
浜　　壮寛

村井由里佳
竜川　千尋
中塚恵美子

鈴木　志穂
舟根　　顕
片山　恒星

坂本　治樹
（福島中学校） 角谷　里紗

会計年度任用職員 石岡　真琴 佐々　美穂、小池亜希子
小本　愛子 石川　由香 古市　太介（青少年交流センター）

村田　瑠美、太田　瑞生（図書室）

房立裕有子
澤田　広美　鳴海　亮子
越後谷聡子　北條　祐子

鈴木　智美

三影　正人（吉小）
中塚　法博（福小）
佐藤　邦子（福小）
西川　香奈（吉小）
関　亜矢子（福中）

熊谷　治子

＊1 北海道へ派遣　＊2 総務課付　＊3 育休中

町長　鳴海　清春 副町長　工藤　　泰

福島町役場の組織と仕事福島町役場の組織と仕事

〔　〕〔　〕77



お問い合わせ先　福島町選挙管理委員会（総務課内）　TEL47－3001

　

令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
１
名

が
新
た
に
管
理
職
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

町
民
課
長
兼
吉
岡
支
所
長
兼

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

（
20
歳
）

深ふ
か

山や
ま　

肇は
じ
め　

認
定
こ
ど
も
園
福
島
保
育
所
保
育
士

函
館
大
谷
短
大
こ
ど
も
学
科
卒
業

田た

中な
か

瑛え
い

士し

　

３
名
と
も
福
島
町
は
初
め

て
で
あ
り
、
公
私
と
も
に
福

島
町
に
い
ち
早
く
馴
染
め
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

業
務
で
は
町
民
の
皆
様
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
よ

う
、
ま
た
、
少
し
で
も
仕
事

を
早
く
覚
え
、
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
励
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
役
場
内
で

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
イ
ベ

ン
ト
等
で
も
見
か
け
た
際
に

は
お
声
が
け
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

１
階
フ
ロ
ア
で
窓
口
業
務
を

行
う
町
民
課
と
出
納
室
、
そ
し

て
吉
岡
支
所
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
町
民
の
皆
様
と

接
す
る
機
会
が
多
い
職
場
で
す

の
で
、
職
員
一
丸
と
な
り
明
る

く
元
気
の
よ
い
窓
口
対
応
が
で

き
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
25
歳
）

（
25
歳
）

建
設
課
土
木
係
水
道
業
務
係

函
館
工
業
高
等
学
校
卒
業

松ま
つ

川か
わ

泰た
い

雅が

総
務
課
総
務
防
災
係

北
海
道
情
報
大
学
卒
業

森も
り

永な
が

智さ
と

士し

　

令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
採
用

と
な
っ
た
3
名
の
職
員
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

新
採
用
職
員
の
ご
紹
介

新
管
理
職
の
ご
紹
介

北海道知事選挙の投票・開票結果
４月９日（日）に行われた北海道知事選挙の投票及び開票結果は、次のとおりです。

候補者の氏名 党 派 得　票　数 有権者数 ３，２１９ 人
門　別　よしお 無 所 属 １５ 票 投票者数 １，９００ 人
鈴　木　直　道 無 所 属 １，５６０ 票 棄権者数 １，３１９ 人
池　田　ま　き 無 所 属 ３０８ 票 投 票 率 ５９．０２ ％
三　原　大　輔 無 所 属 ６ 票 有 効 票 １，８８９ 票

無 効 票 １１ 票
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小笠原内科消化器科クリニック
医師　小笠原　実（院長）

〒049-1454　松前郡福島町字館崎350番地27　TEL：0139-48-5231　FAX：0139-48-5232
○内科・消化器科・循環器科・呼吸器科・放射線科・皮膚科

＊第２、第４土曜日は休診
＊受付時間は 8：00～12：00
　　　　　　13：30～16：30

診療時間 月 火 水 木 金 土
8：30～ 12：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○
14：00～ 17：00 ○ ○ 訪問診療 ○ ○

　令和５年４月１日より町内の各学校へ

赴任した教職員をご紹介します。
福島町に赴任された
� 教職員をご紹介します！

福
島
小
学
校

吉
岡
小
学
校

福
島
中
学
校 事務（再任用）

長
おさ
内
ない
　勝
かつ
之
ゆき

[木古内町立木古内中学校]

教　頭

玉
たま
野
の
　悌
てい
司
じ

[北斗市立大野中学校]

教　諭

原
はら
子
こ
　　凌

りょう

[北海道蘭越高等学校]

教　諭

土
ど
井
い
　　光

ひかる

[北斗市久根別小学校]

期限付教諭

村
むらかみ
上　頼

よりひろ
宏

[山形県立米沢商業高等学校]

教　諭

平
ひら
出
で
　　彩

あや

[札幌市立元町小学校]

養護教諭

伊
い
藤
とう
　智
とも
子
こ

[北海道寿都高等学校]

栄養教諭

谷
たに
川
がわ
　琴
こと
美
み

[新採用]

事　務

武
たけ
田
だ
　康
こう
汰
た

[新採用]

教諭（再任用）

内
ない
藤
とう
　良
よし
直
なお

[知内町立知内中学校]

教　諭

佐
さ
藤
とう
　尚
なお
弘
ひろ

[鹿部町立鹿部中学校]

校　長

助
すけ
川
かわ
　　剛

つよし

[北斗市立大野中学校]

校　長

寒
さ
河
が
江
え
孝
たかゆき
之

[北斗市立上磯小学校]

福
島
商
業
高
等
学
校
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とうございます
　ご入園・ご入学おめでとうございます。
町内の各学校等では、令和５年度の入園式・入学式が行われ、子どもたちが新たなスタートの
日を迎えました。

／４6

福島幼稚園

福島商業高等学校福島商業高等学校

入園児５名

入学生９名

／４10

／４10

福島中学校福島中学校 入学生10名入学生10名
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入園・入学おめで

吉岡小学校

福島小学校

福島保育所

入学生３名

入学生15名

入園児36名

／４６

／４６

／４５
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Kisoji-Fukushimajuku　Kisoji-Fukushimajuku　

福 島 宿福 島 宿
ひと際目を引くノスタルジックな風景。ひと際目を引くノスタルジックな風景。
今現在でも、宿場町の雰囲気ある木曽路を中心とした名所、歴史散今現在でも、宿場町の雰囲気ある木曽路を中心とした名所、歴史散
策が人気で、国外の観光客も注目する観光スポットとなっています。策が人気で、国外の観光客も注目する観光スポットとなっています。

福 島 宿
ひと際目を引くノスタルジックな風景。
今現在でも、宿場町の雰囲気ある木曽路を中心とした名所、歴史散
策が人気で、国外の観光客も注目する観光スポットとなっています。

　

今
年
か
ら
総
務
課
財
政
係

と
し
て
ま
た
お
世
話
に
な
り

ま
す
、
白
川
人
和
で
す
。
此

度
の
派
遣
先
で
あ
り
ま
す
長

野
県
木
曽
町
は
当
町
と
＂
ふ

く
し
ま
親
善
友
好
提
携
〟
を

結
ん
で
い
る
友
好
都
市
で

す
。（
長
崎
県
松
浦
市
も
同

様
）
こ
の
町
で
過
ご
し
た
一

年
間
、
思
い
出
の
写
真
と
共

に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

江
戸
と
京
を
結
ぶ
中
山
道

に
あ
っ
た
宿
場
の
一
つ
、
町

の
中
心
地
で
あ
っ
た
福
島
宿

は
、
大
名
や
皇
族
の
お
輿
入

れ
な
ど
で
盛
ん
に
利
用
さ

れ
、
江
戸
よ
り
早
く
京
の
、

京
よ
り
早
く
江
戸
の
あ
ら
ゆ

る
風
物
が
伝
わ
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。ま
た
福
島
関
所（
日

本
四
大
関
所
の
一
つ
）
が
構

え
ら
れ
、
交
通
の
要
衝
地
で

も
あ
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、

今
年
没
後
２
０
０
年
の
節
目

を
迎
え
る
第
９
代
木
曽
代
官 

山
村
蘇
門
公
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

に
も
登
場
し
た
木
曽
義
仲

公
・
巴
御
前
な
ど
歴
史
的
人

物
の
縁
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
奥
深
い
歴
史
を
も

つ
木
曽
町
に
い
る
間
は
、
少

し
で
も
北
海
道
福
島
町
を

知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

に
な
る
よ
う
、地
域
の
恒
例

行
事
、
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の

参
加
や
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

の
子
ど
も
た
ち
、
移
住
者
の

方
々
、
ご
近
所
さ
ん
な
ど
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
場

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
親

睦
を
深
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
迎
え
入
れ
て
く
れ

る
人
の
気
持
ち
の
温
か
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

業
務
の
方
は
、
当
初
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
違
っ
た
日
々
の

連
続
で
し
た
。
町
内
の
駅
伝

大
会
や
相
撲
大
会
な
ど
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
計
画
か

ら
実
施
ま
で
を
主
担
当
と
し

て
任
さ
れ
、
不
慣
れ
な
業
務

に
不
安
を
感
じ
つ
つ
も
、
職

場
の
仲
間
や
町
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
・
体
育
協
会
の
協

力
の
お
か
げ
で
、
無
事
に
や

り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
事
は
、
結
果
が
す

ぐ
見
え
て
く
る
の
で
、
非
常

に
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、

一
つ
一
つ
を
一
生
懸
命
に
取

り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
関
所
の
あ
る

ま
ち
と
し
て
木
曽
町
と
繋
が

り
の
あ
る
静
岡
県
湖
西
市
や

長
崎
県
松
浦
市
と
の
交
流
事

業
、
木
曽
町
が
加
盟
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
が
主
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
協

力
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
に
係

る
商
談
展
へ
の
参
加
な
ど
、

長
野
県
内
外
問
わ
ず
、
業
務

に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
多
く
あ
り
、
自
分
の
知

見
を
広
め
る
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。（
実
は

今
回
が
、
初
め
て
の
一
人
暮

ら
し
で
し
た
。
新
し
く
、
楽

し
い
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
半

面
、
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感

し
、
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

も
反
省
す
る
日
々
で
し
た
。）

　

末
筆
な
が
ら
、
沢
山
の
人

の
輪
が
生
ま
れ
、
や
り
が
い

あ
る
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
の
一
年
間
は
、
た
だ

の
業
務
経
験
だ
け
で
は
な
い
、

社
会
人
と
し
て
未
熟
で
あ
る

私
の
成
長
に
も
繋
が
る
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、

公
私
と
も
温
か
く
ご
指
導
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に

は
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

「�

天
の
時
は
地

の
利
に
如
か

ず
、
地
の
利

は
人
の
和
に

如
か
ず
」

Kisoji-Fukushimajuku　

木

曽

町

木

曽

町

交
流
派
遣
報
告

交
流
派
遣
報
告

木

曽

町

交
流
派
遣
報
告

　

木
曽
町
を
旅
立

つ
前
に
、
職
場
の

仲
間
か
ら
贈
ら
れ

た
大
切
な
言
葉
で

す
。

　

チ
ャ
ン
ス
が

あ
っ
て
も
、
地
力

が
な
け
れ
ば
チ
ャ

ン
ス
は
掴
め
ず
、

ま
た
地
力
が
あ
っ

て
も
、
一
人
で

は
何
も
で
き
な
い
。

　

事
に
当
た
る
場

合
は
、
人
の
和
が

最
も
大
切
で
あ
る

と
い
う
孟
子
の

教
え
で
す
。

　

ま
さ
に
、
こ

の
交
流
派
遣
を

締
め
く
く
る
に

は
ピ
ッ
タ
リ
す

ぎ
る
く
ら
い
の

言
葉
で
あ
る
と

私
は
思
い
ま
し
た
。
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Jアラートが発令された際のJアラートが発令された際の
デマンドバス等の対応デマンドバス等の対応

Jアラートが発令された際の
デマンドバス等の対応

　４月13日（木）に北朝鮮によるミサイルが発射され、全道でＪアラート（全国瞬時警
報システム）が発令されました。
　Ｊアラートは、弾道ミサイル情報、緊急地震速報、大津波警報などの際に発令されます。
　このようにＪアラートが発令された場合のスクールバスやデマンドバス、温泉バスの
対応についてお知らせします。
　また、津波注意報が発令された場合も同様の対応とします。

お問い合わせ先 企画課（☎４７－３００７）／福祉課（☎４７－４６８２）
教育委員会事務局（☎４７－３６７５）

デマンドバス・温泉バス・スクールバス

　原則として次のとおり対応しますので、お知らせします。

①　運行中の場合は、ただちに停車可能な場所で停車します。
②　運行前の場合は、安全が確認されるまで、運行しません。
③　�安全が確認できたのち、停車していたバスや、発車していないバスの

運行を再開します。

※①～③については、函館バスも
　同様の対応となります。

（スクールバスの例外対応）
　登校時刻にＪアラートが発令した場合のみ、スクールバスに乗車してい
ない生徒については、教育委員会において各乗車場所へ迎えにいきます。

　町民の皆さまにおかれましては、Ｊアラートが発令された際には、落ち
着いて行動してください。
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地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
町
の
財
政
状
況

～
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
財
務
書
類
の
公
表
～

　

地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
書
類
に
つ
い
て
、
当
町
で
は
国

か
ら
示
さ
れ
た
統
一
的
な
基
準
に
よ
り
次
の
４
表
を
、
令
和
３
年
度

一
般
会
計
決
算
に
お
い
て
作
成
し
ま
し
た
の
で
公
表
い
た
し
ま
す
。

◯貸借対照表（バランスシート）
　「貸借対照表」とは、年度末（令和4年3月31日）において、町がどのよう
な資産を保有しているか、その資産がどのような財源で賄われているかを表
しています。 （単位：百万円）

資　　産…現在保有している土地や建物の財産や現金など
固定資産…庁舎・学校・道路・公園など
流動資産…現金・預金未収金、財政調整基金
負　　債…地方債や退職給付引当金など、将来の世代が負担する債務
純 資 産…資産と負債の差額で、これまでの世代や国・道が負担してきた財産

資産の部 金　額 負債の部 金　額
１　固定資産 11,013 １　固定負債 4,839 
 (1) 事業用資産 5,203  (1) 公債 4,125 

 (2) インフラ資産等 4,980  (2) 退職給付引当金 711 

 (3) 無形固定資産 37  (3) その他 3

 (4) 投資等 793 ２　流動負債 667 
２　流動資産 1,450  (1) 未払金など 0 

 (1) 現金預金 136  (2) 公債（短期） 667 

 (2) 未収金 10 負債合計（Ｂ） 5,506 
 (3) 基金 1,304  【純資産の部】 金　額
　 純資産合計〔Ａ－Ｂ〕 6,957 

資産合計（Ａ） 12,463 負債・純資産の合計 12,463 

○行政コスト計算書
　「行政コスト計算書」とは、１年間の行政サービスのうち人件費や補助金の給付など資産形成に結
びつかない行政サービスに要したコストと、その行政サービスの直接の対価として得られた財源の収
益を対比させたものです。 （単位：百万円）

借　　方 金　額 貸　　方 金　額
１　業務費用 2,441 １　経常収益 161 

 (1) 人件費（職員給与など） 686  (1) 使用料及び手数料 67 

 (2)物件費（消耗品費、維持補修費、減価償却費など） 1,698  (2) その他 94 

 (3) その他の業務費用（公債利息など） 57 経常収益合計　Ｂ 161 

２　移転費用（補助金、社会保障関連費など） 1,397 【純行政コスト】
（Ａ－Ｂ） 3,677 

経常費用合計 (総行政コスト）　Ａ 3,838

○純資産変動計算書
　「純資産変動計算書」とは、賃借対照表の資産と負債の差額である純資産が１年間にどのような財
源や要因で増減しているかを表しています。

（単位：百万円）

科　目　名 合　計
前年度末純資産残高 6,871

　純行政コスト（△） △ 3,664

　財源（町税、地方交付税など） 3,722

　本年度差額 58

　本年度純資産変動額 86

本年度末純資産残高 6,957
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○資金収支計算書
　「資金収支計算書」とは、１年間の行政サービスに伴う現金等の資金の流れを性質の異なる３つの
区分に分けて表しています。 （単位：百万円）

【業務活動収支】Ａ 485

業務活動支出 3,226 業務活動収入 3,711

【投資活動収支】Ｂ △508 　

投資活動支出 803 投資活動収入 296

【財務活動収支】 32 　

財務活動支出 624 財務活動収入 656

◇当期資金収支額 Ｃ 9 【期首資金残高】Ｄ 107

( 基礎的財政収支 )Ａ＋Ｂ－支払利息 △6 【期末資金残高】Ｄ＋Ｃ 116

※各表の詳細は、福島町ホームページ「各種計画・会議情報の公表」に掲載しております。
【お問い合わせ先】　総務課財政係　☎47−3001

業務活動収支…行政サービスを行う中で、毎年継続的に収入支出されるもの
投資活動収支…学校・公園・道路などの資産形成や投資などの収入と支出
財務活動収支…地方債・借入金などの収入と支出

　福島町では、過疎地域の持続的発展の支援に
関する特別措置法に基づき「福島町過疎地域持
続的発展市町村計画」を策定しています。本計
画が国の認定を受けたことで、事業者が建物や
機械等の取得を行った場合、固定資産税の課税
免除を受けることができるようになりました。

対象となる業種・取得価格
※　対象となる設備（機械・装置・建物・付帯設備、構築物）の価格は、業種及び資本金により異なります。

製 造 業・ 旅 館 業

個人又は
資本金5,000万円以下

5,000万円超
１億円以下 １億円超

500万円以上の取得等
1,000万 円以上
の新増設に係る
取得等

2,000万 円以上
の新増設に係る
取得等

農林水産物等販売業・
情報サービス業等 500万円以上の取得等

過疎地域の持続的発展の支援に
関する特別措置法に係る

租税特別措置

●　適用期間　～　当該設備等の固定資産税を課すべき最初の年度以降、３年間
　☆��　固定資産税以外に、事業税及び不動産取得税（道税）が課税免除の適用を受けることが

できます。
　※　事業税は、水産業の個人事業者の方も課税免除の適用を受けることができます。

制度の詳細は、町民課　賦課係（☎ 47−4683） までお問い合わせください。
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令和４年度 下半期財政事情の公表
　下半期財政事情は、町民の皆様に町の財政がどのように運営されているかを広く知っていた
だくために作成した資料です。今回は令和４年10月から令和５年３月末現在における予算、町
債の状況等を町条例の規定に基づき公表するものです。

一般会計 国民健康保険
特 別 会 計

介護保険特別会計
保険事業勘定

介護保険特別会計
サービス事業勘定

後期高齢者
医療特別会計

浄化槽整備
特 別 会 計

国民健康保険
診療所特別会計 水道事業会計

54億5,781万円 6億8,519万円 5億6,326万円 177万円 7,279万円 6,545万円 1億1,044万円 2億3,076万円

令和５年３月末現在

一般会計予算歳入歳出の内訳72億228万円
各会計予算総額

※人口と世帯数は令和５年３月末現在の住民基本台帳による。

町 有 財 産 の 状 況
種　　　　類 数量・金額

建 物 66,209㎡
土 地 2,334,417㎡
山 林 12,880,583㎡

立 木 の 推 定 蓄 積 量 272,809㎥
出 資 金 等 34,329千円

令和３年度末現在

入 っ て く る お 金

79.8%

20.2%

財
源

自主 依

存

財

源

その他
495,383千円（9.1％）

使用料及び手数料
67,549千円
（1.2％）
町税

538,798千円
（9.9％） 歳　入

54億5,780万5千円
町債

1,035,790千円
（19.0％）

地方譲与税等
130,337千円（2.4％）

道支出金
607,329千円（11.1％）

国庫支出金
446,822千円
（8.2％）

地方交付税
2,135,797千円
（39.1％）

出 て い く お 金

71.1%

28.9%

歳　出
54億5,780万5千円

維持補修費外
843,457千円
（15.4％）

積立金
131,351千円

（2.4％）

物件費
816,797千円
（15.0％）

公債費
603,632千円
（11.1％）

補助費等
813,197千円
（14.9％）

人件費
669,425千円
（12.3％）

普通建設事業
1,579,946千円

（28.9％）

費

経

的
費

経

的
資

投

務

義

１年間に使われるお金と町民負担
１ 人 当 た り

使われるお金 1,553,160円
負担する税金 153,329円

3,514人

１ 世 帯 当 た り

使われるお金 2,845,571円
負担する税金 280,917円

1,918世帯

世帯数

令和４年度末現在基 金 の 状 況
基　　金　　名 現　在　高

財 政 調 整 基 金 1,353,589千円
減 債 基 金 28,022千円
小 笠 原 実 奨 学 基 金 4,061千円
花 田 俊 勝 奨 学 基 金 8,679千円
ふ る さ と 応 援 基 金 100,073千円
ふるさと定住促進住宅基金 66,146千円
人 財 育 成 事 業 基 金 43,052千円
公 共 施 設 維 持 保 全 基 金 111,861千円
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 6,114千円
国 民 健 康 保 険 事 業 基 金 188,533千円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 94,482千円

合　　計 2,004,612千円

一 般 会 計 4,937,500千円
特 別 会 計 272,267千円
水道事業会計 542,870千円 令和４年度末現在

借　入　先　別 現　在　高
財 政 融 資 資 金（財 務 省） 4,108,869千円
旧 日 本 郵 政 公 社 49,166千円
地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 689,562千円
銀 行 等 546,536千円
市 町 村 共 済 組 合 ほ か 358,504千円
　　 合　　　　 計� ①　　 5,752,637千円
上記のうち、国が負担する分

�（地方交付税算入）�② 3,630,981千円 63.1%

実 � 質 � 負 � 担 � 額
①－② 2,121,656千円 36.9%

町 債 の 状 況

会計別予算額
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町発注の工事等入札結果の状況をお知らせします。詳しい資料は、役場総務課窓口で閲覧いただけます。

☆入札結果（３月17日～３月23日） 単位：円

工事等入札結果の公表

工 事（業務・物品） 名 等 落札業者名 予定価格 契約金額 履行期間

福島町総合体育館管理清掃委託業務 太平ビルサービス株式会社　函館営業所 7,539,400 7,484,400 R6.  3.31

ファミリースポーツ公園パークゴルフ場管理委託業務 太平ビルサービス株式会社　函館営業所 5,385,600 5,350,400 R6.  3.31

種苗生産等施設建築主体工事 松本・北村 特定建設工事共同企業体 469,898,000 460,350,000 R6.  3.15

種苗生産等施設電気設備工事 桧山・福島 特定建設工事共同企業体 91,982,000 89,760,000 R6.  3.15

種苗生産等施設機械設備工事 中塚・昭栄 特定建設工事共同企業体 275,242,000 271,590,000 R6.  3.15

４Ｒ運動にご協力お願いします４Ｒ運動にご協力お願いします４Ｒ運動にご協力お願いします
　私たちの家庭からは、毎日多くのごみが排出されます
　これらのごみの中には、4Ｒ（リフューズ、リデュース、リユース、リサ
イクル）運動を実行することで少しでも多くのごみを減らすことができます。
ごみの減量化につながる４R運動を心がけて環境にやさしい、無駄のない暮
らしを目指しましょう。
　今回は、４Rの一つであるReduce（リデュース）について紹介します。

◦パックされた製品の替わりに量り売り製品を購入する。
◦�使い捨て容器入りの製品（シャンプー、リンス等）は詰め替え
用を購入することで容器のごみを減らす。
◦食材購入時、料理の際には、買いすぎ、作りすぎを減らす。
◦�弁当や飲み物を購入する際、割り箸、ストロー、スプーンなど
の使い捨てのものを受け取らないよう心掛ける等……

リデュース（Reduce）排出抑制

生ごみの水切りをしましょう！
　生ごみの約80％は水分と言われています。世帯あたり月２ℓの水分を減らせば、町
全体で年間約50トンのごみが減量化されます。生ごみを出すときは、水切りや水しぼり
をしましょう。

お問い合わせ先 町民課　衛生係　☎４７－４６８１
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　４月28日の夕方から５月７日において、マイナンバーカードに係るシステムの運用停止のため、
役場開庁日である５月１日及び５月２日は役場・吉岡支所でのマイナンバーカードに関する手続き
は行えませんのでご理解願います。

　マイナポイント申込に係る手続き期限が「５月末」から「９月末」へ変更となりました。対象と
なるカードや手続き内容には変更ありませんので、詳細は広報４月号をご覧ください。

　マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナポータルからオンラインでも転出の届出をすること
が可能です。マイナポータルのサービスを利用することで役場での転出手続きが不要となり、引っ
越し先の役場にて転入手続きをするだけとなります。しかし、転出内容に不備がある場合は、連絡
して内容確認することがあります。
　また15歳未満の方が進学等で単身にて転出する場合は、暗証番号等にご注意ください。
　マイナポータルにて転出手続きができない方は、従来通り、役場にて転出手続きを行うことがで
きます。

①　マイナンバーカードを紛失した場合、まずは個人番号カードコールセンター
　　（0570－783－578）へ連絡して、マイナンバーカードに係る一時利用停止の
　　申し出をしてください。
②　�警察署及び交番に遺失物届を提出し、受領番号を控えて役場へお越しください。
③　�役場にて紛失手続きおよび再交付手続きする際には、警察署にて控えた受領番号と本人確認書類、

再交付手数料分1,000円を用意してきてください。手続き後から交付まで1カ月ほどかかります。

　全国的に、２月中旬から下旬にかけて、駆け込みでマイナンバーカードの申請がされたため、完
成したマイナンバーカードが役場へ到着するのが遅れています。
　また、同じ日に家族でマイナンバーカードを申請されていても、役場へ同じタイミングでマイナ
ンバーカードが届いていない場合もございます。
　町民の皆様にはご不便をおかけして申し訳ございませんが、ご理解の程よろしくお願いいたします。

その１

その２

その３

その４

その５

マイナンバーカードに係る手続きの制限について

マイナポイント申込期限の延長について

マイナポータルから転出手続きできます！

マイナンバーカードを紛失したら

マイナンバーカード交付について

マイナンバーに係るお知らせ

お問い合わせ先 町民課　町民課 　☎４７－４６８１
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国国 のお知らせ民民 年年 金金

お問い合わせ先 町民課　年金係
函館年金事務所

☎４７－４６８１
☎０１３８－５６－１１６５（国民年金課）

学生納付特例制度とは？
　国民年金は20歳以上であれば、学生も加入し国民年金保険料を納付しなければなりません。
しかし、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付
特例制度」があります。

◦年金手帳または基礎年金番号通知書
◦学生証または在学証明書
◦同居家族の方が代理申請をする場合は代理人の免許証等の本人確認書類

必 要 な も の

～学生納付特例制度のメリット～
◦老齢基礎年金を受け取るために必要な期間（受給資格期間）に算入されます。
◦病気やケガで障害が残ったときに障害基礎年金を受け取ることができます。

　申請後、日本年金機構から、
　①�｢承認通知書｣ が届いた場合、承認期間は４月～翌年３月の１年間となります。
　　すでに保険料を納められた月分は、学生納付特例の期間にはなりません。
　② ｢却下通知書｣ が届いた場合、保険料を納付する必要があります。
　※�学生納付特例の期間は年金額に反映されないため、将来受け取る年金額を増額するた

めにも、10年以内にさかのぼって納付（追納）することをおすすめします。

審査結果の確認

〈令和５年度（令和５年４月～令和６年３月）の申請受付は４月１日からです〉
　住民票を登録している市町村役場または、お近くの年金事務所で手続きを行ってくださ
い。マイナポータルサイトでマイナンバーカードによる申請をすることもできます。

申 請 に つ い て

【所得の目安】128万円＋扶養親族等の数×38万円＋社会保険料控除等 で計算した額以下

　大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限１
年以上の課程）に在籍する学生等で、本人の前年所得が基準以下の方。

対 象 に な る 方
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　すい臓から分泌されるインスリンというホルモンの量が少なかったり、働きが悪くなることで血液中
のブドウ糖が多い「高血糖」状態が続いてしまう病気です。
■糖尿病には大きく分けて２タイプがあります。

　生まれつき、すい臓のインスリン分泌機能
が低かったり、自己免疫疾患などが原因でイ
ンスリン分泌細胞が破壊されるなどして起こ
る糖尿病です。小児～青年期の方に多く見ら
れ、食事療法・運動療法ではほとんど効果が
得られないため、インスリン療法での治療が
中心となります。

　糖尿病は、初期の段階では自覚症状がほとんどありません。進行あるいは合併症を起こしてから症状
が現れることも少なくありません。
■高血糖に伴う症状
　・よく喉が渇く　　・頻尿、多尿　　・体重の減少、疲れやすい　・集中力の低下　など

■食事（糖尿病対策の基本です。）
　・朝・昼・晩と三食規則正しく食べる
　・よく噛んで、ゆっくり食べる
　・食事は腹八分目でストップしておく
　・夜遅く、寝る前には食べない
■運　動
　・ウォーキングなど、自分に出来る簡単な運動やストレッチなどを続けることが大切です。
　　�運動をすると、体内で糖分の利用が進みます。同時にインスリンの働きが良くなるので血糖値が
　　低下します。
■睡　眠
　・７～８時間の睡眠をとると糖尿病のリスクが低くなると言われています。
■定期的に健診を受け、健診結果を詳しく見ましょう
　・自覚症状がなくても前回から数値がどう変わっているのかを調べましょう。
　　結果を踏まえ、生活習慣の軌道修正を心がけましょう。

糖尿病とは？

生活習慣の改善で予防しましょう

福島町国民健康保険診療所

やまゆりクリニック

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土
午
前 ● ● ● ● ● ▲

午
後

● ● ●
訪問
診療

●

8 :30 ～ 11:45

1 :00 ～ 5:00

●5 :00 ～ 6:30

診療所だより診療所だより
『『糖尿病について糖尿病について』』

～やまゆりの風～～やまゆりの風～

３日以内に37.0℃以上の発熱がある方は、来院される前にお電話でご連絡をお願い致します。
やまゆりクリニックからのお願い

１　型　糖　尿　病 ２　型　糖　尿　病
　生活習慣の乱れ、遺伝、ストレスなどによっ
て、インスリンの分泌量が出にくくなったり
効かなくなることで起きる糖尿病。
　食事療法や運動療法、必要であれば薬での
治療を行います。
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

●
５
月
の
行
事

＊５月総合体育館カレンダー＊ ◇
ひ
な
・武
者
人
形
祭
り

　
期
日
　
５
月
８
日
ま
で
開
催

　
場
所
　
チ
ロ
ッ
プ
館

　
時
間

　
　

平
日　

10
時
～
15
時

　
　

土
・
日
・
祝
日

　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

◇
春
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

　
期
日
　
５
月
26
日

　
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
時
間
　
18
時
～

福島学ジュニア（木の表札づくり）

スポーツリズムトレーニング教室

　３月11日（土）、福祉センター集会室で、『福島学ジュニア（木の表札づくり）』を開催
しました。渡島西部森林室の協力のもと、木の枝や松ぼっくり、木の実などを使って、
自分の名前などの表札や、落ち葉を使ってステンドグラスを作成しました。

　４月１日（土）、総合体育館で、『スポーツリズムトレーニング教室』を開催しました。
子どもたちは、みんな楽しく音楽に合わせながら体を動かし、リズム感を鍛えました。
子どもたちのほか、保護者の方も一緒に参加し、大いに盛り上がりました。
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吉
岡
の
伊
能
忠
敬
北
海
道
測
量
開

始
記
念
公
園
に
伊
能
忠
敬
の
銅
像
が

建
設
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
５
年
が

経
ち
ま
し
た
。
今
回
は
、
福
島
町
ゆ

か
り
の
偉
人 

伊
能
忠
敬
に
つ
い
て

改
め
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

伊
能
忠
敬
は
、
江
戸
時
代
に
全
国

を
測
量
し
て
、
日
本
で
初
め
て
科
学

的
な
実
測
に
よ
る
日
本
地
図
「
大
日

本
沿
海
輿
地
全
図
（
え
ん
か
い
よ
ち

ぜ
ん
ず
）」
を
作
り
上
げ
た
こ
と
で

有
名
な
人
物
で
す
。

　

一
八
〇
〇
年
七
月
十
日
（
寛
政
十

二
年
五
月
十
九
日
）、
伊
能
忠
敬
測

量
隊
六
人
を
乗
せ
た
船
が
吉
岡
川
に

到
着
し
ま
し
た
。
当
初
の
行
き
先
は

箱
館
（
現
在
の
函
館
）
だ
っ
た
の
で

す
が
、
風
の
影
響
で
現
在
の
福
島
町

の
吉
岡
川
付
近
に
運
ば
れ
た
の
で

す
。
彼
ら
は
、
そ
の
翌
日
か
ら
蝦
夷

地
（
現
在
の
北
海
道
）
の
測
量
を
開

始
し
ま
す
。
日
本
地
図
作
り
の
第
一

歩
は
、
こ
う
し
て
吉
岡
か
ら
踏
み
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
能
忠
敬
ら
が
吉
岡
に
上
陸
し
た

と
き
の
様
子
は
、
伊
能
忠
敬
が
息
子

に
宛
て
た
書
状
や
、
日
記
な
ど
の
国

宝
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
伊
能
忠
敬
の
息
子
宛
て
の
書
状

　

伊
能
忠
敬
が
長
男
の
景
敬
（
か
げ

た
か
）
に
宛
て
た
手
紙
に
は
、
北
海

道
上
陸
地
は
「
吉
岡
と
申
す
川
岸
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
吉
岡

川
の
入
江
は
深
く
、
小
舟
は
今
よ
り

上
流
へ
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。
測
量
隊
は
、
吉
岡
で
一
泊
し

ま
し
た
。

②
忠
敬
先
生
日
記

　

吉
岡
に
到
着
し
た
測
量
隊
は
箱
館

ま
で
船
で
行
こ
う
と
考
え
、
翌
日
の

朝
十
時
頃
ま
で
吉
岡
に
滞
在
し
、
風

向
き
が
変
わ
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

し
か
し
、
な
か
な
か
風
向
き
が
変

わ
ら
な
い
の
で
、
仕
方
な
く
陸
路
を

測
量
し
な
が
ら
進
む
こ
と
に
し
ま
す
。

日
記
に
は
、
吉
岡
か
ら
「
陸
地
一
里

余
（
い
ち
り
あ
ま
り
）
福
島
」
へ
行

く
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記

載
が
、
伊
能
忠
敬
が
北
海
道
で
実
施

し
た
一
番
は
じ
め
の
測
量
の
記
録
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
時
に
測
量

さ
れ
た
「
一
里
余
」
は
、
現
在
で
い

う
吉
岡
川
付
近
か
ら
福
島
町
大
神
宮

ま
で
の
間
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
地
図
の
第
一
歩
は
吉
岡
か
ら

特
集

福
島
町
の
歴
史
と
文
化
を
知
る
①

【
福
島
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係
】

伊
能
忠
敬
測
量
隊 

吉
岡
上
陸

①
伊
能
忠
敬
が
息
子
（
景
敬
）
宛
て
に
書
い
た
書
状

②
忠
敬
先
生
日
記

第一次蝦夷地測量の伊能図　千葉県香取市伊能忠敬記念館所蔵 国宝▲書状（上）と『忠敬先生日記』（下）
千葉県香取市伊能忠敬記念館所蔵 国宝
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と
こ
ろ
で
、
伊
能
忠
敬
は
な
ぜ
蝦

夷
地
か
ら
全
国
測
量
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

伊
能
忠
敬
は
優
れ
た
天
文
家
で
も

あ
り
ま
す
。
実
は
、
伊
能
忠
敬
の
心

の
中
に
は
、「
日
本
地
図
を
作
る
」

と
は
別
に
「
地
球
の
緯
度
一
度
の
距

離
を
測
り
、
正
確
な
地
球
の
大
き
さ

を
知
り
た
い
」
と
い
う
天
文
学
者
と

し
て
の
大
き
な
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。

　

緯
度
一
度
の
距
離
を
三
六
〇
倍
す

れ
ば
地
球
の
大
き
さ
が
分
か
り
ま
す
。

そ
れ
を
も
と
に
、当
時
狂
い
の
多
か
っ

た
暦
を
も
っ
と
精
度
の
良
い
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。
し

か
し
、
緯
度
一
度
の
距
離
を
測
る
に

は
、
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
た
地
点
の
緯
度
の
計
測
が
必
要
で

し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
江
戸
幕
府
は
国

防
強
化
の
た
め
に
正
確
な
日
本
地
図

を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

伊
能
忠
敬
の
師
匠
の
高
橋
至
時
（
よ

し
と
き
）
は
、
江
戸
幕
府
に
蝦
夷
地

の
地
図
製
作
を
願
い
出
て
、
測
量
の

許
可
を
も
ら
い
ま
す
。
地
図
作
り
を

し
な
が
ら
各
地
の
緯
度
を
計
測
し
よ

う
と
考
え
た
の
で
す
。
そ
の
担
当
者

と
し
て
、
伊
能
忠
敬
が
推
薦
さ
れ
、

蝦
夷
地
測
量
が
実
現
し
ま
し
た
。

北
海
道
測
量
に
込
め
ら
れ
た
、

天
文
学
者
と
し
て
の
目
的

福島町の歴史と文化を知る❶

▲伊能忠敬像
　（伊能忠敬北海道測量開始記念公園）

　
福
島
町
の
伊
能
忠
敬
像
は
、
横

浜
市
の
彫
刻
家
酒
井
道
久
（
さ
か

い
み
ち
ひ
さ
）
さ
ん
に
よ
っ
て
制

作
さ
れ
ま
し
た
。
酒
井
さ
ん
は
、

東
京
都
富
岡
八
幡
宮
の
銅
像
の
作

者
で
も
あ
り
ま
す
。
富
岡
八
幡
宮

の
銅
像
で
は
伊
能
の
晩
年
の
表
情

を
描
い
た
の
に
対
し
、
福
島
町
の

銅
像
で
は
全
国
測
量
を
始
め
た
ば

か
り
の
熱
意
を
も
っ
た
若
々
し
い

姿
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
能
像
が
手
に
持
っ
て
い
る
の

は
、「
彎
窠
羅
鍼（
わ
ん
か
ら
し
ん
）」

と
い
う
江
戸
時
代
の
測
量
の
道
具

で
す
。杖
の
先
端
に
方
位
磁
針（
羅

針
盤
）
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
方
位
磁
針
は
常
に
水
平
を
保

つ
よ
う
に
作
ら
れ
て
お
り
、
足
場

の
悪
い
野
外
で
も
簡
単
に
方
位
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
道
具

で
す
。
腰
を
か
が
め
て
彎
窠
羅
鍼

を
の
ぞ
き
込
む
伊
能
像
の
姿
は
、

一
風
変
わ
っ
て
見
え
ま
す
が
、
江

戸
時
代
の
測
量
の
現
場
を
表
現
し

て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
伊
能
像
の
腰
に
差
し
て

い
る
刀
を
よ
く
み
る
と
竹
光
（
竹

製
の
刀
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
金
属
の
刀
等
を
身
に
着
け

て
い
る
と
、
方
位
磁
針
を
狂
わ
せ

て
し
ま
う
た
め
、
作
業
中
は
鉄
製

品
を
身
に
着
け
な
い
よ
う
に
し
て

い
た
と
い
い
ま
す
。

伊
能
忠
敬
像
を
見
学
し
よ
う

▲彎窠羅鍼（わんからしん）を使った測量風景（模式図）

　
こ
の
記
事
は
、
福
島
町
教
育
委

員
会
刊
行
『
北
海
道
ふ
く
し
ま
歴

史
物
語
』
の
な
か
の
「
日
本
地
図

の
第
一
歩
は
吉
岡
か
ら
〜
伊
能
忠

敬
」
の
内
容
を
元
に
作
成
し
て
い

ま
す
。
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図書室ＮＥＷＳ
～２０２３.５月号～

福祉センター図書室　☎４７－３０４６
ＨＰ：https://www.lib-eye.net/fukushima_town_library/
◆貸出冊数・期限：１人10冊まで、２週間貸出可能
◆休 館 日：毎週日曜日・火曜日/祝日/年末年始（12/30～1/5）

　４月12日（水）に2023年本屋大賞が決まりました！
　大賞は『沙、星のごとく』凪良　ゆう/著（講談社）です。
　翻訳小説部門は『われら闇より天を見る』クリス・ウィタカー/著（早川書房）、発掘部門は『お
ちくぼ姫』田辺　聖子/著（角川書店）が決定しました。
　図書室前廊下にて2023年本屋大賞の展示を行っています。また、昨年度の本屋大賞とノミネー
ト作品も展示していますので、ぜひ、ご覧になってください。
　貸出中の本は予約可能ですので、図書室職員までお声がけください。

今月のイベント

🎊 ２０２３年本屋大賞決定 🎊

🌷春のガーデニング講座のお知らせ🌷

🌸 子ども読書週間実施中 🌸

　５月26日（金）午後６時より講師に函館市・インド
アプランツショップ桔梗代表・山本かおる氏をお招き
し、春のガーデニング講座を開催します。「宿根草を
メインに初夏の寄せ植え」をテーマに自分好みのお花
を選んで楽しんでみませんか？
　定員は15名まで（先着順）
　中学生から参加可能です。詳しくは
回覧での配付のチラシをご覧ください。

　５月12日(金)まで、こども読書週間中です。
　期間中は図書室の「子ども読書週間コーナー」にて
北海道立図書館の自然や動植物の本、約40冊を展示
しています。
　また実施中は、ハピカポイントがさらに1ポイント
加算されます。ぜひ、ご利用ください。

～おすすめの１冊～

　記念すべき著作100作目となる「ラプ
ラスの魔女」の新シリーズ。成長したラ
プラスの魔女円華と浪速少年探偵団を思
い出す中学生が、殺人事件に導く。
　いつもながらお見事な警察ミステリー
です。

魔女と過ごした七日間
� 東野　圭吾（著）

＝じどうしょ＝
●たべるのだあれ？とびだすえほん
●しょうがっこうがだいすき
●いちじくのはなし
●願いを叶える雑貨店　黄昏堂③時空時計
●はるであそぼう
●カムイの大地　北海道と松浦武四郎
＝一般書・小説＝
●麹町中校長が教える　子どもが生きる力
　をつけために親ができること
●新装版　とことん解説！タネから始める
　無農薬「自然菜園」育てる人気野菜
●不可能を可能にする大谷翔平の120の思考
●われら闇より天を見る
●罪の境界
●恋とそれとあと全部
●やさしさを忘れぬうちに
●お弁当屋さんのおもてなし（11）
　新米夫婦と羽ばたくお子様ランチ

㋤ 87歳 古い団地で楽しむひとり暮らし
� ほか

すぎはらけいたろう
う い
しおたにまみこ
桐　谷　　　直
高 橋 京 子
泉 田 も と

工 藤 勇 一

新 田 穂 高

大 谷 翔 平
クリス・ウィタカ―
薬　丸　　　岳
住 野 よ る
川 口 俊 和
喜 多 み ど り

多 良 美 智 子

新刊案内

㋤は吉岡総合センターなごめ～るの新着図書です

①【移　 動　 図　 書】16日（火）福小10：00～、吉小13：30～
②【図書室であそぼう！】17日（水）15：00～福祉センター図書室
③【ブックスタート】18日（木）13：30～健康づくりセンター
④【よみきかせの会】20日（土）10：30～福祉センター図書室
⑤【ＢＯＯＫフェア】 「春・旅しよう✈」

� 図書室前廊下にて展示しています。～　５月31日まで
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＊�　各行事については、新型コロナウイルス感染症予防のため、延期・中止となる場合があります。
　参加を希望される方は、事前に各担当までお問い合わせください。

今月の行事予定今月の行事予定５月
May

１ 月

２ 火

3 水 憲法記念日

４ 木 みどりの日

５ 金 こどもの日

６ 土

７ 日

８ 月 福　ふれあい教室	 13:30～15:00　吉岡総合センター　

９ 火
保育　こぐまクラブ発足式（つばめ組）

	 10:00～　福島保育所　　　　

10 水
福幼　ちびっこ広場	 10:00～　福島幼稚園　　　　

福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター

11 木

保育　運動保育	 10:00～　福島保育所　　　　

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　吉岡総合センター　

福　認知症カフェ	 10:30～12:00　吉岡温泉　　　　　

福　介護家族交流会	 13:30～15:00　健康づくりセンター

12 金
保育　福島保育所食育教室（つばめ組）

	 10:40～　福島保育所　　　　

13 土

14 日 福幼　母の日の集い	 10:30～　福島幼稚園　　　　

15 月 議　議会諮問会議	 18:00～　議会議場　　　　　

16 火

福　ふれあい教室	 10:00～11:30　月崎１町内会館　　

	 13:30～15:00　健康づくりセンター

教　移動図書　福島町学校　10:00～

　　　　　　　吉岡小学校　13:30～

17 水
保育　福島保育所誕生会	 10:00～　福島保育所　　　　

教　図書室で遊ぼう！	 15:00～　福祉センター図書室

18 木

議　議会運営委員会	 10:00～　議会控室　　　　　

議　定例会５月会議	 14:00～　議会議場　　　　　

福幼　エンジェル隊発足式	 10:00～　福島幼稚園　　　　

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　新緑公園　　　　　

福　乳幼児健診（ブックスタート事業）

	 13:30～14:30　健康づくりセンター

19 金

保育　ちびっこパトロール隊発足式（つばめ組５歳児）

	 10:00～　福島保育所　　　　

福　育児教室	 10:00～12:00　子育て支援センター

町　人権相談行政相談	 13:00～15:00　役場　　　　　　　

20 土
福　リハビリ教室	 9:00～12:00　健康づくりセンター

教　よみきかせの会	 10:30～　福祉センター図書室

21 日

22 月

23 火 福　認知症カフェ	 13:30～15:00　健康づくりセンター

24 水
保育　福島保育所春の遠足	 9:00～　　　　　　　　　

福幼　英語で遊ぼう	 10:00～　福島幼稚園　　　　

25 木

保育　福島保育所避難訓練（火災想定）

	 10:00～　福島保育所　　　　

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター

福　特定健診・がん検診（５月28日まで）

	 各町内会館　　　　

26 金
保育　ＡＬＴ訪問（英語で遊ぼう）

	 10:00～　福島保育所　　　　

27 土 福幼　絵本の広場	 9:00～　福島幼稚園　　　　

28 日

29 月

30 火
福　ふれあい教室	 10:00～11:30　あづま～る（千軒）

	 13:30～15:00　健康づくりセンター

31 水

議 議会事務局 (47)2215

総 総務課（代表） (47)3001

企 企画課 (47)3007

税 町民課（税務） (47)4683

町 町民課（町民） (47)4681

福 福祉課 (47)4682

建 建設課 (47)3006

産 産業課 (47)3004

教 教育委員会 (47)3675

保育 認定こども園福島保育所 (47)3440

福幼 福島幼稚園 (47)2233

福消 福島消防署 (47)2119

広域 渡島西部広域事務組合 (47)3511

観 観光協会 (47)3004

お問い合わせ先　– telephone -

〔　〕〔　〕2525
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人口と世帯
 （令和５年３月末現在） 

前月比

人　口 ３，５１４ 人 －�39 人
男 １，６３９ 人 －�19 人
女 １，８７５ 人 －�20 人

世帯数 １，９１８世帯 －�20世帯

日曜当番医

※診療時間は、午前９時から
　午後３時までです。

　令和５年4月19日現在までの寄
付金が次のとおりとなりました。
　ありがとうございました。

令和４年度末時点での基金残高

100,073,000円

寄付受入れ状況

令和４年度 4,146件 56,392,052円

令和５年度 0件 0円

お 問 い
合わせ先

企 画 課
企 画 係 ☎47−3007

５月�７日
� 14日
� 21日
� 28日

やまゆりクリニック
（木古内町国保病院）
（松前町立松前病院）
小笠原クリニック

○おくやみもうしあげます
　  亡くなった方	 年齢	 地区名
　寺西　愛子さん� （89歳）　館崎１　
　田川ケイ子さん� （88歳）　三岳１　
　笹井　フミさん� （94歳）　三岳１　
　松林　　博さん� （69歳）　三岳２　
　阿部　利雄さん� （74歳）　白符２　
　平沼　幸藏さん� （92歳）　日向３　
　片石　ハマさん� （81歳）　白符２　

３月25日～４月21日届出分

よろこび・かなしみ

○優良運転者講習
　（福島町福祉センター）
　５月11日（木）
　午後６時から
○松前町の講習
　（松前町総合センター）
　５月17日（水）
　違反講習…午前10時
　優良講習…午後１時
　一般講習…午後２時
　初回講習…午後３時45分

運転免許更新時講習

５月は福島幼稚園の

みなさんの作品です

壁画「鯉のぼりとチュー

リップ」を共同製作しま

した。

後列　後列　吉吉
よしざわかんよしざわかん

澤環澤環奈奈
なな

　　　　　　澤澤
さわさわ

田田
だだ

結結
ゆゆ

生生
いい

　　　　　　島島
しまもとしまもと

本本陽陽
ひひ

愛愛
なな

　　　　　　住住
すみよしすみよし

吉吉琉琉
るる

愛愛
ああ

前列　前列　新新
にいやまけいにいやまけい

山圭山圭瞬瞬
しゅんしゅん

　　　　澤澤
さわさわ

田田
だだ

結結
うう

心心
みみ

　　　　湯湯
ゆゆ

淺淺
あさあさ

太太
たた

凰凰
おお

　　　　本本
ほんほん

間間
まま

ゆめの　　ゆめの　　湯湯
ゆゆ

淺淺
あさあさ

鳳鳳
おうすけおうすけ

介介

○おたんじょうおめでとう
　今月の届出はありませんでした。

※�システム改修により４月28日まで
寄付受付を停止いているため、寄
付がありませんでした。

吉 岡 温 泉 だ よ り

温泉で心も体もリフレッシュ！
温泉の日は、ちょっと得した気分
家族みんなで温泉へ出かけましょう！

５月温泉の日は 26日（金）
無料開放 !

〔　〕〔　〕2626


